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循環小数における循環節の規則性 

Rules of repetend in recurring decimals 

千葉県立船橋高等学校理数科 3年 

 伊達 まどか 

目的 

コンピューターのプログラミングに使われるアルゴリズムに循環小数が使われているのを知り興味

を持った。そのため循環節の桁数の規則性をについて調べた。 

 

考察 

ｘを素数としたときの１/x を考える。 

1/ｘ 値 桁数 

1/3  0.3̇ 1  

1/7  0.1̇42857̇ 6  

1/11  0.0̇9̇ 2  

1/13  0.0̇76923̇ 6  

1/17  0.0̇588235294117647̇ 16  

1/19  0.0̇52631578947368421̇ 18  

1/23  0.0̇434782608695652173913̇ 22  

1/31  0.0̇32258064516129̇ 15  

1/37  0.0̇27̇ 3  

1/41  0.0̇2439̇ 5  

 

１．桁数が偶数の場合 

循環節の桁数が偶数の場合、その数を二つに分けて足すと全ての桁の数が９になる。 

たとえば、１/７の循環節は１４２８５７で 

      １４２＋８５７＝９９９ 

 である。 

実際、    

１０６/７＝１４２８５７.１４２８５７・・・ 

   － )      １/７＝     ０.１４２８５７・・・ 

(１０６－１)/７＝１４２８５７ 
 

１０３/７＝１４２.８５７１４２・・・ 

   － )       １/７＝  ０.１４２８５７・・・ 

(１０３－１)/７＝１４２.７１４２８５・・・            
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上の結果から、  

(１０３＋１)(１０３－１)＝７×１４２８５７ 

また、(１０３－１)/７＝１４２.７１４２・・・なので、１０３－１は７の倍数ではない。 
よって、１０３＋１が７の倍数である。 

 
計算すると、 

１０３/７＝１４２.８５７１４２・・・ 

   ＋ )      １/７＝  ０.１４２８５７・・・ 

(１０３＋１)/７＝１４２.９９９９９９・・・ 

＝１４２+０.９̇ 

             ＝１４３ 

よって、小数の部分に９が循環する。 

 

２．桁数が奇数の場合 

次に桁数が奇数の場合について考察した。  

 

   １/３７の循環節は０２７で、桁数は３である。  

１０３/３７＝２７.０２７０２７・・・  

   － )     １/３７＝ ０.０２７０２７・・・  

(１０３－１)/３７＝２７  

１０３－１＝(１０－１)(１０２＋１０＋１)＝２７×３７  

よって、１０２＋１０＋１は３７の倍数である。 

(１０２＋１０＋１)/３７を計算すると 

１０２/３７＝２.７０２７０・・・ 
１０/３７＝０.２７０２７・・・ 

   ＋ )        １/３７＝０.０２７０２・・・ 

(１０２＋１０＋１)/３７＝２.９９９９９・・・ 

                 ＝２+０.９̇ 

                 ＝３ 

値は整数３になる。 

 

３．一般化 

今までの式を文字に置き換えて考えた。 

循環節の桁数が偶数の場合  

１/X の循環節の桁数を２N、循環節の数字を Cとすると 

C＝(１０２N－１)/X  

  よって、(１０N＋１)(１０N－１)＝CX 

例１、例２より１０N－１は Xの倍数ではないので、１０N＋１が Xの倍数である。 
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循環節の桁数が奇数の場合 

１/X の循環節の桁数を２N＋１、循環節の数字を Cとすると 

C＝(１０２N＋1－１)＝(１０－１)(１＋１０＋１０２＋・・・＋１０２N)/X    

CX＝(１０－１)∑ １０
ｋ １

ｋ＝
        

よって、∑ １０
ｋ １ｎ

ｋ＝
は Xの倍数になる。 

 

ｎ進数の循環節 

ｎ進法で表した循環節を表に示す。 

10 進法 2 進法 3 進法 4 進法 5 進法 

1/2 0.1 0.1̇ 0.2 0.2̇ 
1/3 0.0̇1̇ 0.1 0.1̇ 0.1̇3̇ 
1/4 0.01 0.0̇2̇ 0.1 0.1̇ 
1/5 0.0̇00111̇ 0.01̇2̇ 0.0̇3̇ 0.1 

1/6 0.00̇1̇ 0.01̇ 0.02̇ 0.0̇5̇ 
1/7 0.0̇01̇ 0.0̇10212̇ 0.0̇2̇ 0.03̇2̇ 
1/8 0.001 0.0̇1̇ 0.02 0.0̇3̇ 

 

10 進法 6 進法 7 進法 8 進法 

1/2 0.3 0.3̇ 0.4 

1/3 0.2 0.2̇ 0.2̇5̇ 
1/4 0.13 0.1̇5̇ 0.2 

1/5 0.1̇ 0.1̇2̇ 0.1̇463̇ 
1/6 0.1 0.1̇ 0.12̇5̇ 
1/7 0.0̇5̇ 0.1 0.1̇ 
1/8 0.043 0.0̇6̇ 0.1 
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ｎ進法のとき、10 進法で 1/(n－1)の値は 0.1̇ 
表を斜めで見ると 1.2.3…のような規則性が見える。 

 

今後の課題 

上の式を二つの文字で表したい。 

他にも何か規則性があるか探してみたい。 

循環節の桁数の最大値の変化に規則性があるか調べたい。 

ｎ進数でのグラフから新たに新しい規則性を見つけたい。 

 

反省・感想 

計算に多くの時間がかかってしまい、証明したかった規則性を考える時間が少なくなってしまっ

た。 

しかし、１０進法での循環節の規則性の証明が分かったので良かった。また自分がやりたかった

身近な分野を扱えて満足する研究となった。 

 


